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⽇本⽔泳連盟における2020年へのミッション遂⾏のための現状分析を
⾏い、その課題及び解決策を考察する

２０２０年に向け、３つの構想を中心として、
日本水泳連盟の価値向上を図る

日本水泳連盟の
価値向上

国際競技力
の向上

水泳競技の
普及と発展

スポーツによる

社会貢献



特に国際競技⼒向上に関する各施策について、質問紙を⽤いた定量的調査
を⾏い、 ミッション達成に向けたロードマップに対する具体的な提案を⾏う
ことを最終⽬標とする

「さらなるメダル獲得数の拡大へ」
【競泳メダル獲得数】
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47都道府県から1名のオリンピアン輩出
（国体強化の延⻑ ＝ オリンピック輩出）

最近のオリンピック4⼤会（2000・2004・2008・2012）の出⾝県別輩出
中学校29県/⾼等学校26県 輩出なし（中学18県/⾼校21県）
4⼤会連続輩出県は5県
（東京14/20・⼤阪14/17・神奈川7/7・北海道5/1・埼⽟6/4）
4⼤会中3⼤会は5県（千葉・京都・兵庫・徳島・宮崎）
ロンドン⼤会で初めて輩出（福島県・栃⽊県）

タレント発掘・育成は所属強化 ⇒ ⽇本⽔泳連盟サポート
国際競技⼒向上は（⽇本⽔泳連盟主導 ＝ 各都道府県）



⽬的
各都道府県の⽔泳連盟（協会）およびトップアスリ

ート・コーチを対象にし、⽇本⽔泳連盟が実施してい
る国際競技⼒向上に関する各施策へのアンケート調査
を実施し、現状を把握することを⽬的とする。

「関係団体との連携強化」

日本水泳連盟 加盟団体日本オリンピック委員会
日本体育協会

強化のために関係団体との情報共有、フィードバックを密に行う



調査対象者
1.各都道府県連盟
▽47都道府県連盟強化担当者（47名）

評議委員会（2012年6⽉19⽇）にて調査依頼
2.トップアスリートおよびコーチ
▽ロンドンオリンピック⽇本代表選⼿(27名)・コーチ(17名)
▽ジュニアパンパシフィック⽇本代表選⼿(40名)・コーチ(7名)

事前合宿時もしくは競技会時に調査依頼

◇無記名によるアンケート調査を実施
アンケート配布数 138 有効回答数 138（回収率100％）



調査項⽬
【共通調査項⽬】
▽国際競技⼒向上に関する各施策（競技強化施策：17項⽬・
パフォーマンス向上：20項⽬）に対する重要度ならびに満⾜
（達成）度 （アンケート：5段階評価）

【各都道府県連盟に対する独⾃調査項⽬】
▽国際競技、オリンピック、国体、ジュニア育成など多⾯的側⾯
からの意⾒について（⾃由記述）

【トップアスリートおよびスタッフに対する独⾃調査項⽬】
▽競技歴や所属カテゴリーをはじめとする競技者特性項⽬
▽⽇本⽔泳連盟へ対する要望について（⾃由記述）



共通調査項⽬
（17項目） （20項目）

※ 重要度・・・１．まったく重要ではない 〜５．非常に重要である
達成度・・・１．まったく達成（満足）していない〜５．非常に達成（満足）している



調査結果（競技強化施策に関する項⽬­全体）

質問項⽬ n 【重要度】 【達成度】
mean SD mean SD

【所属強化】

基礎的テクニック強化 138 4.62 ±0.58 3.46 ±0.90
基礎的フィジカル強化 136 4.51 ±0.73 3.40 ±0.99

インターナショナル標準記録の設定 136 4.40 ±0.79 3.41 ±1.24
全国⼤会標準記録の設定 135 4.36 ±0.83 3.80 ±1.01

オリンピック派遣標準記録の設定 136 4.42 ±0.84 3.14 ±1.44
タレント発掘・育成事業 133 3.89 ±1.21 2.74 ±1.11

【合宿強化】

インターナショナル合宿 136 4.62 ±0.62 3.32 ±1.51
ナショナル合宿 138 4.52 ±0.65 3.65 ±1.15
ブロック合宿 136 4.13 ±0.91 3.56 ±0.98
都道府県合宿 137 4.20 ±0.87 3.67 ±0.94

フィジカルキャパシティーの向上 132 4.18 ±0.88 3.28 ±0.92
合宿における情報共有 138 4.43 ±0.74 3.38 ±0.90

【競技会強化】

競技会出場の頻度 138 4.25 ±0.82 3.87 ±0.92
都道府県レベル競技会への出場 138 4.02 ±0.96 3.88 ±0.95
地域レベルの競技会への出場 138 3.91 ±1.06 3.74 ±1.04
全国レベルの競技会への出場 138 4.57 ±0.71 3.96 ±0.95

国際⼤会経験 138 4.77 ±0.54 3.53 ±1.27



調査結果（パフォーマンス向上のための⽅策­全体）

質問項⽬ n 【重要度】 【達成度】
mean SD mean SD

《医科学》

栄養分析 137 4.42 ±0.76 3.38 ±0.92
ドライランドトレーニング 138 4.63 ±0.58 3.65 ±0.96

トレーナーによるコンディショニング講習 137 4.53 ±0.62 3.43 ±1.07
体組成チェック 138 4.22 ±0.76 3.15 ±1.05
映像分析 138 4.62 ±0.57 3.31 ±1.18

強化拠点の充実 138 4.48 ±0.72 3.35 ±1.09
乳酸カーブテスト 137 4.01 ±0.90 2.87 ±1.17

耐乳酸トレーニングによる乳酸測定 136 4.13 ±0.84 2.88 ±1.13
⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上 137 4.18 ±0.91 2.85 ±1.28

アンチ・ドーピング講習 137 4.35 ±0.89 3.36 ±1.07

《情報戦略》
海外試合情報 138 4.17 ±0.85 3.06 ±1.02

FINAによるルール改正対応 137 4.31 ±0.83 3.01 ±1.06
マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有 132 3.99 ±0.92 2.87 ±1.03

《競技分析》

レース分析 138 4.69 ±0.59 3.80 ±0.93
ライバル国分析 138 4.17 ±0.92 3.12 ±1.11

ライバル競技者分析 138 4.37 ±0.75 3.33 ±1.00
国際競技⽔準分析 138 4.18 ±0.81 3.12 ±1.00
国内競技⽔準分析 138 4.23 ±0.78 3.26 ±0.96
競技団体分析 136 4.01 ±0.87 3.08 ±1.00
ターゲット分析 136 4.19 ±0.81 3.20 ±0.98



調査結果（競技強化施策に関する項⽬­ロンドン）

質問項⽬

アスリート（n=27） スタッフ（n=17）

【重要度】 【達成度】 【重要度】 【達成度】

mean SD mean SD mean SD mean SD

【所属強化】

基礎的テクニック強化 4.59 0.50 4.04 0.98 4.76 0.44 3.71 0.69
基礎的フィジカル強化 4.33 0.78 4.04 0.94 4.65 0.79 3.18 1.13

インターナショナル標準記録の設定 3.85 0.95 3.81 1.00 4.69 0.48 4.00 0.97
全国⼤会標準記録の設定 3.78 0.89 3.96 0.92 4.31 0.79 3.63 1.09

オリンピック派遣標準記録の設定 4.11 1.05 3.81 1.27 4.50 0.73 3.63 1.15
タレント発掘・育成事業 2.62 1.36 2.25 1.19 4.65 0.70 3.12 0.99

【合宿強化】

インターナショナル合宿 4.58 0.64 4.27 0.87 4.71 0.47 4.18 0.73
ナショナル合宿 4.52 0.64 4.00 0.80 4.47 0.62 3.94 0.93
ブロック合宿 3.74 0.86 3.77 0.95 4.19 0.98 3.13 0.99
都道府県合宿 3.78 0.85 3.69 0.97 4.31 0.70 3.13 0.96

フィジカルキャパシティーの向上 3.68 1.03 3.52 1.05 4.44 0.63 3.31 0.70
合宿における情報共有 4.26 0.86 3.59 1.08 4.59 0.51 3.29 0.77

【競技会強化】

競技会出場の頻度 4.15 0.91 4.15 0.82 4.24 0.66 3.94 0.66
都道府県レベル競技会への出場 3.74 0.94 3.74 1.16 4.00 0.94 3.35 0.93
地域レベルの競技会への出場 3.44 1.01 3.48 1.34 3.82 1.13 3.41 0.87
全国レベルの競技会への出場 4.44 0.85 4.33 0.92 4.47 0.71 3.82 0.95

国際⼤会経験 4.85 0.36 4.33 1.04 4.76 0.56 3.71 0.99



調査結果（パフォーマンス向上のための⽅策­ロンドン）

質問項⽬
アスリート（n=27） スタッフ（n=17）

【重要度】 【達成度】 【重要度】 【達成度】
mean SD mean SD mean SD mean SD

《医科学》

栄養分析 4.26 0.98 3.85 0.91 4.29 0.69 3.29 0.77
ドライランドトレーニング 4.81 0.40 4.33 0.83 4.71 0.59 3.76 0.90

トレーナーによる
コンディショニング講習 4.59 0.50 4.30 0.72 4.76 0.44 3.47 0.94

体組成チェック 4.07 0.78 3.81 0.92 4.12 0.86 3.06 0.97
映像分析 4.70 0.47 4.15 0.72 4.71 0.47 3.50 0.89

強化拠点の充実 4.56 0.75 4.11 0.97 4.71 0.59 3.24 0.83
乳酸カーブテスト 3.93 1.00 3.67 1.14 3.81 0.91 2.81 0.91

耐乳酸トレーニングによる乳酸測定 4.11 0.97 3.63 1.08 4.06 0.77 3.06 0.93
⾼地・低酸素トレーニングによる

酸素運搬能⼒向上 3.93 1.07 3.59 1.22 4.38 0.81 3.38 1.26
アンチ・ドーピング講習 3.93 1.21 3.52 1.12 4.59 0.51 3.29 0.85

《情報戦略》
海外試合情報 4.07 0.92 3.63 1.12 4.29 0.59 3.29 0.59

FINAによるルール改正対応 4.52 0.70 3.41 1.25 4.29 0.77 2.94 0.83
マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有 3.92 0.76 3.40 0.87 4.12 0.86 2.94 0.75

《競技分析》

レース分析 4.74 0.53 4.52 0.58 4.65 0.70 3.88 0.86
ライバル国分析 4.15 0.99 4.00 0.96 4.29 0.77 3.35 0.79

ライバル競技者分析 4.22 0.80 4.04 0.85 4.53 0.62 3.41 1.06
国際競技⽔準分析 3.93 0.83 3.62 0.90 4.29 0.69 3.29 0.85
国内競技⽔準分析 3.85 0.86 3.73 0.92 4.29 0.69 3.29 0.85
競技団体分析 3.70 0.91 3.62 0.98 3.94 0.85 3.19 0.83
ターゲット分析 4.04 0.85 3.74 0.86 4.44 0.63 3.31 0.79



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­Jr.パンパシフィック）

質問項⽬
アスリート（n=40） スタッフ（n=7）

【重要度】 【達成度】 【重要度】 【達成度】
mean SD mean SD mean SD mean SD

【所属強化】

基礎的テクニック強化 4.63 0.54 3.18 0.82 4.43 0.79 3.86 1.21
基礎的フィジカル強化 4.53 0.69 3.14 0.86 4.43 0.79 3.86 1.21

インターナショナル標準記録の設定 4.64 0.54 3.06 1.19 4.29 0.95 3.57 1.13
全国⼤会標準記録の設定 4.46 0.79 4.05 0.91 4.86 0.38 4.14 0.69

オリンピック派遣標準記録の設定 4.67 0.62 2.42 1.36 4.14 0.90 3.29 0.95
タレント発掘・育成事業 3.81 0.95 2.59 1.19 4.71 0.49 3.86 0.69

【合宿強化】

インターナショナル合宿 4.69 0.57 2.29 1.41 4.86 0.38 3.86 1.68
ナショナル合宿 4.30 0.76 3.40 1.13 5.00 0.00 4.43 0.79
ブロック合宿 3.90 1.00 3.56 1.12 4.29 0.76 4.00 0.82
都道府県合宿 3.88 0.91 3.78 1.07 4.43 0.79 3.86 0.69

フィジカルキャパシティーの向上 4.11 0.84 3.03 0.90 4.43 0.98 3.86 0.90
合宿における情報共有 4.33 0.69 3.21 0.70 4.86 0.38 4.29 0.76

【競技会強化】

競技会出場の頻度 4.15 0.89 3.97 0.84 4.14 0.69 4.29 0.76
都道府県レベル競技会への出場 3.95 1.06 4.21 0.86 3.71 0.95 4.43 0.54
地域レベルの競技会への出場 3.70 1.22 3.97 1.14 3.71 0.76 4.29 0.49
全国レベルの競技会への出場 4.53 0.82 4.15 0.80 4.71 0.49 4.57 0.54

国際⼤会経験 4.80 0.52 3.25 1.08 4.71 0.49 4.00 1.16



調査結果
（パフォーマンス向上のための⽅策­Jr.パンパシフィック）

質問項⽬
アスリート（n=40） スタッフ（n=7）

【重要度】 【達成度】 【重要度】 【達成度】
mean SD mean SD mean SD mean SD

《医科学》

栄養分析 4.60 0.63 3.28 0.79 4.71 0.49 3.57 0.98
ドライランドトレーニング 4.63 0.63 3.49 0.91 4.71 0.49 3.86 1.07

トレーナーによる
コンディショニング講習 4.55 0.68 3.18 1.12 4.71 0.49 4.14 1.07

体組成チェック 4.45 0.64 3.05 0.97 4.43 0.79 3.57 0.79
映像分析 4.60 0.59 2.85 1.14 4.86 0.38 4.14 0.90

強化拠点の充実 4.35 0.70 3.21 0.92 4.71 0.49 3.57 1.13
乳酸カーブテスト 4.03 0.97 2.69 1.08 4.14 0.90 3.00 1.29

耐乳酸トレーニングによる乳酸測定 4.18 0.76 2.72 1.00 4.14 0.90 3.00 1.16
⾼地・低酸素トレーニングによる

酸素運搬能⼒向上 4.30 0.88 2.59 1.19 4.57 0.54 3.00 1.00
アンチ・ドーピング講習 4.48 0.82 3.26 1.07 4.57 0.79 3.57 0.79

《情報戦略》
海外試合情報 4.33 0.76 2.79 0.94 4.57 0.79 3.33 0.82

FINAによるルール改正対応 4.21 0.89 2.68 0.97 4.57 0.79 2.83 0.98
マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有 3.84 1.10 2.53 1.06 4.71 0.49 3.17 1.17

《競技分析》

レース分析 4.88 0.34 3.85 0.74 4.86 0.38 4.00 1.00
ライバル国分析 4.35 0.70 2.85 0.98 4.43 0.79 2.86 1.07

ライバル競技者分析 4.45 0.71 3.13 1.02 4.71 0.49 2.86 1.07
国際競技⽔準分析 4.33 0.79 2.90 0.96 4.11 0.88 3.29 1.11
国内競技⽔準分析 4.33 0.73 3.05 0.93 4.57 0.54 3.71 0.49
競技団体分析 4.20 0.82 2.78 1.00 4.29 0.76 3.29 0.76
ターゲット分析 4.31 0.83 2.97 0.99 4.43 0.54 3.43 0.79



調査結果（競技強化施策に関する項⽬­都道府県連盟）

質問項⽬
都道府県連盟（n=47）

【重要度】 【達成度】
mean SD mean SD

【所属強化】

基礎的テクニック強化 4.59 0.69 3.20 0.75
基礎的フィジカル強化 4.57 0.72 3.24 0.87

インターナショナル標準記録の設定 4.41 0.81 3.22 1.40
全国⼤会標準記録の設定 4.53 0.76 3.50 1.09

オリンピック派遣標準記録の設定 4.39 0.86 3.09 1.52
タレント発掘・育成事業 4.28 0.96 2.78 1.05

【合宿強化】

インターナショナル合宿 4.50 0.72 3.21 1.54
ナショナル合宿 4.67 0.56 3.43 1.37
ブロック合宿 4.52 0.72 3.51 0.87
都道府県合宿 4.67 0.67 3.76 0.77

フィジカルキャパシティーの向上 4.39 0.80 3.24 0.91
合宿における情報共有 4.48 0.81 3.31 0.93

【競技会強化】

競技会出場の頻度 4.41 0.78 3.53 1.06
都道府県レベル競技会への出場 4.33 0.82 3.80 0.82
地域レベルの競技会への出場 4.43 0.72 3.76 0.80
全国レベルの競技会への出場 4.74 0.49 3.56 0.99

国際⼤会経験 4.72 0.66 3.14 1.44



調査結果
（パフォーマンス向上のための⽅策­都道府県連盟）

質問項⽬
都道府県連盟（n=47）

【重要度】 【達成度】
mean SD mean SD

《医科学》

栄養分析 4.36 0.74 3.16 1.00
ドライランドトレーニング 4.88 0.62 3.29 0.87

トレーナーにおるコンディショニング講習 4.33 0.68 3.00 0.93
体組成チェック 4.11 0.77 2.80 1.10
映像分析 4.50 0.66 3.00 1.24

強化拠点の充実 4.41 0.78 3.00 1.19
乳酸カーブテスト 4.09 0.81 2.53 1.16

耐乳酸トレーニングによる乳酸測定 4.11 0.88 2.49 1.16
⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上 4.11 0.90 2.42 1.23

アンチ・ドーピング講習 4.36 0.80 3.34 1.18

《情報戦略》
海外試合情報 3.98 0,93 2.80 1.05

FINAによるルール改正対応 4.24 0,87 3.09 1.05
マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有 4.00 0.89 2.75 1.06

《競技分析》

レース分析 4.48 0.72 3.27 0.99
ライバル国分析 3.91 1.07 2.78 1.17

ライバル競技者分析 4.26 0.80 3.11 0.86
国際競技⽔準分析 4.18 0.81 2.91 1.04
国内競技⽔準分析 4.28 0.78 3.09 1.02
競技団体分析 3.98 0.89 2.95 1.01
ターゲット分析 4.04 0.84 2.98 1.03



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­IP分析全体）
象限 項⽬

現状維持

【競技会強化】
全国レベルの競技会への出場

国際⼤会経験

【合宿強化】
ナショナル合宿

規模縮⼩検討

【競技会強化】
都道府県レベル競技会への出場

競技会出場の頻度
地域レベルの競技会への出場

【所属強化】
全国⼤会標準記録の設定

【合宿強化】
都道府県合宿
ブロック合宿

：所属強化

：合宿強化

：競技会強化



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­IP分析全体）

象限 項⽬

要改善

【所属強化】
基礎的テクニック強化、インターナショナル標準記録の設定
基礎的フィジカル強化、オリンピック派遣標準記録の設定

【合宿強化】合宿における情報共有、インターナショナル合宿

改善策検討
【所属強化】

タレント発掘・育成事業
【合宿強化】

フィジカルキャパシティーの向上

：所属強化

：合宿強化

：競技会強化



調査結果
（パフォーマンス向上に関する項⽬­IP分析全体）
象限 項⽬

現状維持

《競技分析》
レース分析

ライバル競技者分析
国内競技⽔準分析
ターゲット分析
《医科学》

ドライランドトレーニング
トレーナーによる

コンディショニング講習
栄養分析

アンチ・ドーピング講習
強化拠点の充実
映像分析

規模縮⼩検討 なし

：医科学

：情報戦略

：競技分析



調査結果
（パフォーマンス向上に関する項⽬­IP分析全体）

象限 項⽬

要改善

《競技分析》国際競技⽔準分析
ライバル国分析、競技団体分析
《医科学》体組成チェック

耐乳酸トレーニングによる乳酸測定、乳酸カーブテスト
⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上

《情報戦略》海外試合情報
FINAによるルール改正対応、マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有

改善策検討 なし

：医科学

：情報戦略

：競技分析



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­ロンドン）
象限 項⽬

現状維持

【競技会強化】
全国レベルの競技会への出場

国際⼤会経験
【所属強化】

基礎的テクニック強化
基礎的フィジカル強化

【合宿強化】
インターナショナル合宿

ナショナル合宿

規模縮⼩検討

【競技会強化】
競技会出場の頻度

都道府県レベル競技会への出場

【所属強化】
インターナショナル
標準記録の設定

全国⼤会標準記録の設定
オリンピック派遣標準記録の設定

【合宿強化】
ブロック合宿

：所属強化

：合宿強化

：競技会強化



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­ロンドン）

象限 項⽬
要改善 なし

改善策検討

【競技会強化】
地域レベルの競技会への出場

【所属強化】
タレント発掘・育成事業

【合宿強化】
合宿における情報共有、都道府県合宿
フィジカルキャパシティーの向上

：所属強化

：合宿強化

：競技会強化



調査結果
（パフォーマンス向上に関する項⽬­ロンドン）

象限 項⽬

現状維持

《競技分析》レース分析、ライバル競技者分析、ライバル国分析、
ターゲット分析、国内競技⽔準分析、国際競技⽔準分析

《医科学》
ドライランドトレーニング、トレーナーによるコンディショニング講習、

映像分析、強化拠点の充実、栄養分析、体組成チェック
⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上

アンチ・ドーピング講習、耐乳酸トレーニングによる乳酸測定
《情報戦略》海外試合情報、FINAによるルール改正対応

マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有
規模縮⼩検討 《競技分析》競技団体分析、《医科学》乳酸カーブテスト

象限 項⽬
要改善 なし

改善策検討 なし ：医科学

：情報戦略

：競技分析



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­ジュニアパンパシ）

象限 項⽬

現状維持

【競技会強化】
全国レベルの競技会への出場

【所属強化】
全国⼤会標準記録の設定

【合宿強化】
ナショナル合宿

規模縮⼩検討

【競技会強化】
都道府県レベル競技会への出場

競技会出場の頻度
地域レベルの競技会への出場

【合宿強化】
都道府県合宿
ブロック合宿

：所属強化

：合宿強化

：競技会強化



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­ジュニアパンパシ）

象限 項⽬

要改善

【競技会強化】国際⼤会経験
【所属強化】

基礎的テクニック強化、基礎的フィジカル強化、
インターナショナル標準記録の設定
オリンピック派遣標準記録の設定

【合宿強化】合宿における情報共有、
インターナショナル合宿

改善策検討 【所属強化】タレント発掘・育成事業
【合宿強化】フィジカルキャパシティーの向上

：所属強化

：合宿強化

：競技会強化



調査結果
（パフォーマンス向上に関する項⽬­ジュニアパンパシ）

象限 項⽬

現状維持

《競技分析》レース分析

《医科学》
ドライランドトレーニング、

栄養分析、
トレーナーによる

コンディショニング講習、
アンチ・ドーピング講習、

強化拠点の充実

規模縮⼩検討 なし

：医科学

：情報戦略

：競技分析



調査結果
（パフォーマンス向上に関する項⽬­ジュニアパンパシ）

象限 項⽬

要改善

《競技分析》国内競技⽔準分析、ライバル競技者分析、ターゲット分析、
国際競技⽔準分析、ライバル国分析、競技団体分析、

《医科学》体組成チェック、映像分析、
耐乳酸トレーニングによる乳酸測定、乳酸カーブテスト、
⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上

《情報戦略》海外試合情報、FINAによるルール改正対応、

改善策検討 《情報戦略》マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有

：医科学

：情報戦略

：競技分析



調査結果
（競技強化施策に関する項⽬­都道府県連盟）
象限 項⽬

現状維持

【競技会強化】
都道府県レベル競技会への出場
地域レベルの競技会への出場
全国レベルの競技会への出場

競技会出場の頻度
【所属強化】

全国⼤会標準記録の設定
【合宿強化】

都道府県合宿、ブロック合宿
規模縮⼩検討 なし

象限 項⽬

要改善

【競技会強化】国際⼤会経験、
【所属強化】基礎的フィジカル強化

基礎的テクニック強化、インターナショナル標準記録の設定、
オリンピック派遣標準記録の設定、タレント発掘・育成事業
【合宿強化】ナショナル合宿、合宿における情報共有、

フィジカルキャパシティーの向上、インターナショナル合宿
改善策検討 なし

：所属強化

：合宿強化

：競技会強化



調査結果
（パフォーマンス向上に関する項⽬­都道府県連盟）
象限 項⽬

現状維持

《競技分析》
レース分析
《医科学》

アンチ・ドーピング講習
ドライランドトレーニング

規模縮⼩検討 なし

象限 項⽬

要改善

《競技分析》ライバル競技者分析、国内競技⽔準分析、
ターゲット分析、国際競技⽔準分析、

《医科学》栄養分析、映像分析、強化拠点の充実、
トレーナーによるコンディショニング講習、体組成チェック、
乳酸カーブテスト、耐乳酸トレーニングによる乳酸測定、
⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上

《情報戦略》FINAによるルール改正対応、
マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有

改善策検討 《競技分析》競技団体分析、ライバル国分析
《情報戦略》海外試合情報

：医科学

：情報戦略

：競技分析



考察（⼀元配置分散分析より）
競技強化施策に関する項⽬
重要度・・・「アスリート・スタッフ＜都道府県連盟」
関係の有意差が7項⽬
達成度・・・「アスリート・スタッフ＞都道府県連盟」
関係の有意差が10項⽬
「重要度の知覚は低いが達成度の⾼いアスリート・ス
タッフと重要度の知覚が⾼く達成（満⾜）度の低い都道
府県連盟」という関係性

パフォーマンス向上に関する項⽬
多くの達成度項⽬において、「アスリート・スタッフ＞
都道府県連盟」の有意差
組織の中で活動をするアスリートおよびチームスタッフと

組織をコントロールする⽴場である都道府県連盟という関係性は、
組織マネジメントという観点から、現状として良好な相互関係である

組織の中で活動をするアスリートおよびチームスタッフと
組織をコントロールする⽴場である都道府県連盟という関係性は、
組織マネジメントという観点から、現状として良好な相互関係である



考察（IP分析より）
競技強化施策に関する項⽬
全体・・・8項⽬において「要改善」もしくは「改善策
検討」
引き続き基礎的な強化の継続と世界標準に対するより
⾼い意識の設定が重要
フィジカルキャパシティーの向上については、全カテゴ
リにおいて改善策検討という結果
フィジカル⾯においても世界と同じ舞台に上がることが
可能となるような⽅策の検討が早急に必要

各回答カテゴリにおける⽴場や背景、求められているミッションなどの
相違という観点からも、それぞれのカテゴリに対する臨機応変かつ
繊細なガバナンス統治や情報戦略プランを構築していくことが必要

各回答カテゴリにおける⽴場や背景、求められているミッションなどの
相違という観点からも、それぞれのカテゴリに対する臨機応変かつ
繊細なガバナンス統治や情報戦略プランを構築していくことが必要



考察（IP分析より）
競技強化施策に関する項⽬
オリンピックレベル
規模縮⼩検討項⽬にインターナショナル標準記録の設定
やオリンピック派遣標準記録の設定の2項⽬
エリートアスリートに対する質の⾼い国内競技会の設定
や構築に関する検討が必要

ジュニアパンパシフィックレベル
「要改善」に関する項⽬が多い
重要度は知覚されているが、達成度がまだ満たされてい
ない（ただし、国際標準記録の設定などに関する項⽬に
ついてはアスリート⾃⾝が達成していない記録であると
いう考慮は必要）
「次世代アスリート強化プログラム（仮）」といった特
別⽀援強化プログラムの作成などを構築していく必要性



考察（IP分析より）
競技強化施策に関する項⽬
都道府県連盟
規模縮⼩検討および改善策検討にはいずれの項⽬もプ
ロットされなかった
現状の⽇本⽔泳連盟における各施策に対する重要度を認
識されている結果
しかし、現状維持と要改善の間においてプロットされる
項⽬が、国内競技関連と国際競技関連に⼆分
⽇本⽔泳連盟における国際競技⼒向上（特に世界レベ
ル）に関する施策について、「満⾜されていないかor理
解なされていないのか」再検討を⾏う必要
各都道府県連盟にフィードバックする際、コメントのボ
トムアップを⾏うなどし、その背景について再度調査お
よび考察する必要性



IP分析結果⼀覧（競技強化施策に関する項⽬）
全体 ロンドンオリンピック

現状維持 全国レベルの競技会への出場、国際⼤会経験、
ナショナル合宿

インターナショナル合宿、全国レベルの競技会への出場、
国際⼤会経験、ナショナル合宿、

基礎的テクニック強化、基礎的フィジカル強化

規模縮⼩検討
都道府県レベル競技会への出場、競技会出場の頻度、

全国⼤会標準記録の設定、地域レベルの競技会への出場、
都道府県合宿、ブロック合宿

競技会出場の頻度、インターナショナル標準記録の設定、
全国⼤会標準記録の設定、オリンピック派遣標準記録の設定、

都道府県レベル競技会への出場、ブロック合宿

要改善
基礎的テクニック強化、インターナショナル標準記録の設定、

基礎的フィジカル強化、合宿における情報共有、
インターナショナル合宿、

オリンピック派遣標準記録の設定
なし

改善策検討 フィジカルキャパシティーの向上、
タレント発掘・育成事業

合宿における情報共有、都道府県合宿、
フィジカルキャパシティーの向上、

タレント発掘・育成事業、地域レベルの競技会への出場
ジュニアパンパシフィック 都道府県連盟

現状維持 全国レベルの競技会への出場、全国⼤会標準記録の設定、
ナショナル合宿

都道府県レベル競技会への出場、都道府県合宿、
地域レベルの競技会への出場、全国レベルの競技会への出場、

競技会出場の頻度、全国⼤会標準記録の設定、
ブロック合宿

規模縮⼩検討
都道府県レベル競技会への出場、競技会出場の頻度、
地域レベルの競技会への出場、都道府県合宿、

ブロック合宿
なし

要改善
合宿における情報共有、国際⼤会経験、

基礎的テクニック強化、基礎的フィジカル強化、
インターナショナル標準記録の設定、

オリンピック派遣標準記録の設定、インターナショナル合宿

ナショナル合宿、合宿における情報共有、
基礎的フィジカル強化、フィジカルキャパシティーの向上、

インターナショナル合宿、基礎的テクニック強化、
国際⼤会経験、インターナショナル標準記録の設定、

オリンピック派遣標準記録の設定、
タレント発掘・育成事業

改善策検討 フィジカルキャパシティーの向上、
タレント発掘・育成事業 なし



考察（IP分析より）
パフォーマンス向上に関する項⽬
オリンピックレベル
ほぼすべての項⽬で現状維持
引き続き、ハイクオリティな⽅策の実⾏が必要

ジュニアパンパシフィックおよび都道府県連盟
ほとんどの項⽬が「要改善」
重要度は認識されているが、達成（満⾜）度は低い
⽇本⽔泳連盟が中⼼となり、次世代アスリートおよび都
道府県単位において、適切なパフォーマンス向上に関す
る⽅策の実⾏がなされているか否か再確認が必要



考察（IP分析より）
パフォーマンス向上に関する項⽬
全体を通じて
規模縮⼩検討と改善策検討の各象限にどの項⽬もプロッ
トされなかった
⽇本⽔泳連盟が実施しているパフォーマンス向上に関す
る項⽬について、重要度において⼀定の認識がなされて
いる
アスリートおよび各都道府県連盟に対して求められる具
体的な懸念事項について、ヒアリングなどを通じ、質の
⾼い⽅策提供など検討していく必要性



IP分析結果⼀覧（パフォーマンス向上に関する項⽬）
全体 ロンドンオリンピック

現状維持

《競技分析》レース分析、《医科学》ドライランドトレーニング、
《医科学》トレーナーによるコンディショニング講習、

《医科学》栄養分析、《医科学》アンチ・ドーピング講習、
《医科学》強化拠点の充実、《競技分析》ライバル競技者分析、

《医科学》映像分析、《競技分析》国内競技⽔準分析、
《競技分析》ターゲット分析

《競技分析》レース分析、《医科学》ドライランドトレーニング、
《医科学》トレーナーによるコンディショニング講習、

《医科学》映像分析、
《競技分析》ライバル競技者分析、《医科学》強化拠点の充実、

《競技分析》ライバル国分析、《医科学》栄養分析、
《競技分析》ターゲット分析、

《競技分析》国内競技⽔準分析、《医科学》体組成チェック、
《医科学》⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上、
《情報戦略》海外試合情報、《競技分析》国際競技⽔準分析、

《医科学》アンチ・ドーピング講習、
《医科学》耐乳酸トレーニングによる乳酸測定、
《情報戦略》FINAによるルール改正対応、

《情報戦略》マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有
規模縮⼩検討 なし 《競技分析》競技団体分析、《医科学》乳酸カーブテスト

要改善

《医科学》体組成チェック、《競技分析》国際競技⽔準分析、
《競技分析》ライバル国分析、《競技分析》競技団体分析、

《情報戦略》海外試合情報、
《情報戦略》FINAによるルール改正対応、

《医科学》耐乳酸トレーニングによる乳酸測定、
《医科学》乳酸カーブテスト、

《情報戦略》マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有、
《医科学》⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上

なし

改善策検討 なし なし
ジュニアパンパシフィック 都道府県連盟

現状維持
《競技分析》レース分析、《医科学》ドライランドトレーニング、

《医科学》栄養分析、
《医科学》トレーナーによるコンディショニング講習、

《医科学》アンチ・ドーピング講習、《医科学》強化拠点の充実

《医科学》アンチ・ドーピング講習、
《医科学》ドライランドトレーニング、

《競技分析》レース分析
規模縮⼩検討 なし なし

要改善

《競技分析》国内競技⽔準分析、《医科学》体組成チェック、
《競技分析》ライバル競技者分析、《医科学》映像分析、

《競技分析》ターゲット分析、《競技分析》国際競技⽔準分析、
《情報戦略》海外試合情報、《競技分析》ライバル国分析、

《競技分析》競技団体分析、《医科学》耐乳酸トレーニングによる乳酸
測定、

《医科学》乳酸カーブテスト、《情報戦略》FINAによるルール改正対応、
《医科学》⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上

《医科学》栄養分析、《競技分析》ライバル競技者分析、
《競技分析》国内競技⽔準分析、《情報戦略》FINAによるルール改正対応、

《医科学》映像分析、《医科学》強化拠点の充実、
《医科学》トレーナーによるコンディショニング講習、《競技分析》ターゲット

分析、
《競技分析》国際競技⽔準分析、《医科学》体組成チェック、

《情報戦略》マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有、《医科学》乳酸カーブテスト、
《医科学》耐乳酸トレーニングによる乳酸測定、

《医科学》⾼地・低酸素トレーニングによる酸素運搬能⼒向上
改善策検討 《情報戦略》マテリアル開発の情報⼊⼿及び共有 《競技分析》競技団体分析、《情報戦略》海外試合情報、

《競技分析》ライバル国分析



結論
（1）総体的評価として、現在実施されている各施策に対する重要度

および達成度に対する認知および知覚は⾼い
（2）現時点における⽇本⽔泳連盟における国際競技⼒向上に関する

各施策は⼀定の評価を得ていることが理解
（3）競技強化施策に関する項⽬において、
①「フィジカルキャパシティーの向上」「タレント発掘・育成業」
に対する改善策および⾒直しが必要

②オリンピアンをはじめとするトップアスリートは達成度への認知
は⾼く、都道府県連盟は重要度の認知が⾼い

（4）パフォーマンス向上に関する項⽬において、
① 競技分析および情報戦略の施策に対する改善策の検討が必要
② ロンドンオリンピック⽇本選⼿団は達成度の認知が⾼く、ジュ
ニアパンパシフィックおよび都道府県連盟における達成度の認
知の低さが多くの項⽬で⾒られた



今後の課題
競泳の強化施策のステークホルダー（エリートアスリート、
エリートコーチ）による主観的な評価によるものであり、

各施策とパフォーマンスの関係の因果関係を明らかにでき
ていない
I-P分析における「重要」という概念に対して
・「施策そのものの重要性なのか、回答者⾃⾝に提供され

ることに対する重要性なのかという点」
・「その重要さはポジティブな理由で重要なのか、ネガティ

ブな理由で重要なのかという点」
に関する考慮が少なかった

変化や対応策の効果測定など経年⽐較を通じ、
またパフォーマンス別の応⽤分析など実施することで、

より的確に、よりきめ細やかな施策の実⾏およびガバナンスを実施

変化や対応策の効果測定など経年⽐較を通じ、
またパフォーマンス別の応⽤分析など実施することで、

より的確に、よりきめ細やかな施策の実⾏およびガバナンスを実施



 
 
 
 

 
 
 

調査に用いた質問紙（アスリート・スタッフ用）



 

 

 

調査に用いた質問紙（アスリート・スタッフ用）



 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

調査に用いた質問紙（都道府県連盟用）



リオ五輪への課題

世界新記録樹⽴
を⽬標にした記録レベルの向上

⾦メダルの獲得
“⾦メダルを獲りたい”選⼿の願望を実現する

更なるメダル数の獲得
決勝進出者を増やしメダルレベルの⼒をつける

タフなレースを戦う
準決勝・決勝進出争いで擦り減ることのないタフさを磨く



トビウオジャパン2012
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